
リオ日学 何かの終わりは、何かの始まり
1年間ご協力いただき、大変ありがとうございました

えだを はなれて ひとひら
さくらの はなびらが じめんに たどりついた

いま おわったのだ そして はじまったのだ

ひとつの ことが さくらに とって

いや ちきゅうに とって うちゅうに とって

あたりまえすぎる ひとつの ことが

かけがえのない ひとつの ことが

「さくらの はなびら（まどみちお）」

この詩が伝えたいことをこう考えます。
「何かの終わりは、何かの始まり」「当たり

前のことこそ、かけがえのないこと」「時は

過ぎ去るのではなく、巡るもの」

桜には、人の心を動かし、考えさせ、明日

への希望を抱かせる力があります。この１年

を振り返り、リオデジャネイロ日本人学校で

過ごせたこと、仲間と出会えたこと、先生方

と共に過ごしたことを思い出しながら、次の

年に向けて、心を新たに歩み始めましょう。

〇大変お世話になりました！
・令和５年度帰任教員
＜在職３年＞

〇教諭 稲垣 新樹（いながき よしき）
北海道教育委員会

〇教諭 日浦 恵子（ひうら けいこ）
東京都教育委員会

〇教諭 藤澤 義栄（ふじさわ よしえ）
シニア（岩手県）

＜在職２年＞
〇教諭 中田 湖（なかた ひろし）

青森県教育委員会

（総領事館にて：真鍋総領事様と一緒に）

＜３月１５日 修了式 校長講話より＞

『星の王子さま（サンテグジュペリ）』を読ん
だことがありますか。先日リオ日学の図書室で
見つけて読んでみたところ、物語に素敵な言葉
を見つけました。
「ものは心で見る」「肝心なことは目では見えな
い」「一番大事なものは目に見えない」

（集英社文庫：池澤夏樹、訳）
星の王子さまは、自分の星に咲く1本の美しい

バラとことばを交わし親しくなります。しかし、
バラとけんかして、ひとりぼっちで星を巡る旅
に出ます。やがて地球に降り立った王子さまは、
キツネと友だちになります。お別れの時キツネ
が、「王子さまにとってバラはけんかをしてもか
けがえのない存在である」と気づかせてくれた
のが先の言葉です。リオの本屋で『星の王子さ
ま』を見つけ読み比べてみると、ポルトガル語
の方がよく伝わるように思います。
Só vemos bem com o coração.

「私たちは心でこそよく見える」
O essencial é invisível aos olhos.

「大切なことは目には見えない」
O mais importante é invisivel.

「最も大切なことは目に見えない」
王子さまとバラの間に、目にみえない「絆」

や「愛」、共に過ごした「時間」がありました。
私たちリオ日学で考えてみると「目に見えな

いもの」とは何でしょう。友だちや先生方と一
緒に過ごした日々にある「愛・思いやり・ここ
ろ・いのち・友情・時間・絆」だと思います。
この１年間を振り返ってみてください。リオ日
学ファミリーが築いた「絆」は目には見えませ
んが、心の中で描くことができます。思い出の
ひとつひとつが宝石のように輝き、私たちの人
生を明るく照らしてくれます。リオ日学で仲間
と出会ったからこそ、かけがえのない毎日を過
ごすことができたのです。
『明日へ』の合唱練習で、熊本先生が「音楽

は目に見えない。歌詞は紙に書いてあるけれど、
音は聞こえない。音楽を通して、帰国して大人
になって、思い出を自信にかえ、幸せに生きて
いきましょう」と話されました。星の王子さま
の話と同じであることに感動しました。
これから別の暮らしが始まる仲間もいますが、

リオ日学で過ごした経験を心で感じ、自分たち
の未来を切り拓いていきましょう。
王子さまは旅の途中で出会った人やバラを思

いながら夕日を眺めます。みなさんはこれから
の生活で、どんな時にリオ日学を思い出すので
しょうね。もし不安に思う時があっても、「目に
見えないものこそが人生を豊かにする」と信じ、
次のステップに向かって歩んでいきましょう。

リオデジャネイロ日本人学校通信

３月１５日号 令和 ６年 ３月１５日

校長 小堺 広司

学校教育目標
「自他の生命と人権を尊重し、
ねばり強くたくましい心豊かな
児童生徒を育成する」
～世界の架け橋となる子ども
たちの育成を願って～



〇「聞くこと」から喜びを味わう 〇 NIE（教育に新聞を！）
～ 全校朝会・教員の話より ～ ～ 読売新聞社リオ支局長 大月様に学ぶ ～

２カ月に一度、全校朝会で、リオ日学の教員が ３月５日（火）、読
順番に自分の専門分野や興味のあることを題材に、 売新聞社リオ支局長・
子どもたちに話をします。 大月様をお迎えして、
『聞くこと』は、他者の思いを受け止め、自分 ３年生以上を対象に、

の考えを構築する論理的思考の糸口となります。 新聞が作られる様子や
全校朝会では、「聞くこと」から話の内容を理解 取材の苦労などについ

して、自分ならこう考える、自分の生活に取り入 てお話ししてください
れてみようなど主体的に物事に向き合い、意見が ました。ご自身の体験
言えるようになることをねらいとします。 談はとても興味深く、
これからも、「話を聞く喜び」を味わうことので もっと聞きたくなりま

きる子どもに育ってほしいと願います。以下、話 した。以下抜粋です。
の抜粋です。 私はメキシコを除く中南米

＜1/ ８藤澤先生「Dar uｍ Jeito」＞ ３２ヵ国を担当し、2022.9

みなさんはブラジル に着任後、１３か国２８回
人はどんな人であると 出張しています。大学時代

感じていますか？私は 近くの教会に来るコロンビ

「たくましい」と感じ ア人から知らない情報をたくさん得られることを知り、

ます。Dar um Jeitoと 海外に興味を持ちました。取材は危険と隣り合わせで、

いう言葉（道を探す・ エクアドルではコカインの中継により殺人が増え、記者

方法を探す）がありま の誘拐も心配な中、街で１４歳の男の子にインタビュー

すが、その話をします。 するなど、現地に行かないと伝えられないことがあると

１１月、ブジオスに 感じます。１月、ブラジリアで議会襲撃事件が発生した

行った時のことです。バスに乗って３時間で着く 時、偶然ホテルに滞在しており、４０分歩いて現地に行

ところ、途中で故障し、４０℃の炎天下に降ろさ くと、催涙弾を浴び涙が止まりませんでした。ワールド
れ、待つこと１時間、後続の同じ会社のバスはな カップサッカーでアルゼンチンが優勝した時は、ホテル

ぜか通り過ぎ、運転手は他社の別方向へ行くバス 近くのパブリックビューイングの雑踏がものすごく戻る

を止め、行けるところまでタダで乗せてもらい、 ことができず、ドミノ倒しで死ぬ恐怖も感じましたが、

別のバス停からまた乗り換えて、ブジオスに着く 歴史的瞬間に立ち会うことができました。読売新聞の発

ことができました。Dar um Jeito（方法を見つけ 行数は６００万部世界一位でギネスに載っていますが、
る）の考え方から、「押してダメなら引いてみな。 年々購読者が減少しています。ネットにはない信頼され

引いてもだめなら回してみな」という扉を開くコ る情報が新聞に求められているので、フェイクニュース

ツを表す言葉を思い出しました。今回の出来事と や過激なネットの批判に惑わされないでください。これ

同じで、運転手から考え方のたくましさを学びま まで１８年間この仕事に一度も飽きたことはなく、記事
した。今、みなさんが「嫌なこと・悩み事・問題」 の反響にとてもやりがいを感じています。

に直面していたとします。直球で押すことも大切 ＊ 大月様にＮＩＥタイムの掲示を見ていただ
ですが、違う方法もあるのではないか、何か苦し きました。確かな読解力と豊かな表現力が身に
いことがあるなら、人に頼るとかきっと方法はあ ついています。中学生４人には、２０歳まで必
ります。Dar um Jeito（方法を見つける）です。 ずファイルを取っておくように話しました。

リオで何を考えていたかが、きっと蘇ります。
＜３/ ４松平先生「挑戦から人とつながる」＞

趣味のカバキーニョ 〇 防災教室 ～東日本大震災に学ぶ～
は、手が小さい自分に ３月８日（金）、地
は苦手なことだけど、 震を想定した避難訓練
先輩がかっこよく弾い の後、防災教室を行い
ているのを見て、2010 ました。リオはプレー
年帰国する時に買い、 ト構造からまず地震が
何もしないまま再びリ 起きないはずですが、
オに来て2022年、苦手 やがて日本に帰った
に挑戦と始めたら音楽 時、地震から命を守る
仲間ができ、人前で演 行動が求められること

奏する楽しさも味わうことができました。「自分を から中田先生を講師に話を聞きました。東日本
磨く」ために苦手と思うことに挑戦すると、楽し 大震災の時、中田先生は青森県の教師になった
いことが増えます。これまで「長距離走・水泳・ ばかりで、宮城県の大学に通っていた頃の友人
習字」がきらいで苦手でしたが、習字では、筆を と連絡が取れず、仙台市荒浜地区の遺体安置所
買って練習したらできるようになりました。たと で仲間を探したご経験があるそうで、震災に対
え趣味として続かなかったとして、もし誰かとつ する思いはだれよりも深いものがあります。岩
ながっていればきっと楽しくなり、それがブラジ 手県釜石市「１０のメッセージ」を引用され、
ル人ならもっとやる気が湧いてきます。みなさん 避難する約束事と心構えを学びました。「あの
も新しいことを始めてみませんか。まずは憧れて 日何が起きたのかを知ることで、あなたはだれ
いることから始めましょう。それがブラジルのこ かを助けることができる。避難を続けること、
とであるなら最高です。帰国する人もいますが、 備えること、語り継ぐことが大切」と締めくく
今はインターネットでブラジルを学ぶことができ、 られました。被災した中学生と教師が作った合
ブラジル好きの思いが日本との結びつきを深めて 唱曲『群青』は全国の中学校で歌われています。
くれます。苦手なことに挑戦して、どうせやるな 青森県八戸でも私の前任校埼玉県毛呂山でも。
ら人とつながっていきましょう。 映像に流れる全員合唱に胸が熱くなりました。



〇「明日へ」（作詞：稲垣凛和 作曲：熊本尚美） 〇 元気でね！
～ 修了式の歌と合奏より ～ ３月１５日（金）を

ずっと前を向いて ポジティブに考えて 最後に、
そんなこと言われたって 悩んでる 稲垣 日奏さん（小３）

稲垣 瑛大さん（小５）
そんな自分が嫌でも ネガティブに考えても 稲垣 凛和さん（中１）
未来へ向かって歩いているんだ が帰国します。

楽しかった日々をあり
ほら明日へ向かおうよ 嫌なことなんて忘れて がとう。日本でも明る
ほら君もおいでよ みんなで走り出すんだ く元気に活躍してください。

ほら明日へ向かおうよ 辛いことなんて忘れて 〇 アミーゴ（リオ日学文集）完成！
ほらみんなで走ろうよ みんなで 明日へ アミーゴが完成しま

した。ページをめくる
ずっと前を向いて ポジティブに考えて と、それぞれの思いが
その方が良いのかなって 迷ってる しっかり綴られ、文章

から子どもたち一人一
でも ぼくはぼく 君は君 人の顔が思い浮かんで
変わらなくたって良いんじゃない？ きます。
前向きだって悩むでしょ？ 寄稿いただいた方、
ポジティブだって迷うでしょ？ 先生方の文章にも、ご

自身の体験や子どもた
誰も完璧じゃないから みんなで力を合わせて ちへの思いが記され、
苦労も困難も悲しみも 乗り越えていこうよ 何度も読み返したくな

ります。ずっと大切に
修了式で演奏する合 したいと思います。

唱と合奏の練習をしま
した。稲垣凛和さんが 〇 令和６年度派遣教員（内定）
作詞をして、音楽の熊 ～ どうぞよろしくお願いします ～

本尚美先生が作曲して ・教諭 土屋 千佳（つちや ちか）
くださいました。メロ 東京都教育委員会 中学校籍・保体
ディー・リズム・ハー ・教諭 佐藤 るみ（さとう るみ）
モニーが一体となった 宮城県教育委員会 小学校籍・算数
曲は日学の宝物です。 ・教諭 白砂 貴之（しらすな たかゆき）

静岡県教育委員会 中学校籍・理科
〇 髙橋先生、ありがとう！ ・教諭 山本 祥二（やまもと しょうじ）

２月２９日～３月５日 シニア（千葉県） 小学校籍・国語
まで、東京学芸大学院生
の髙橋奈々さんがリオ日 〇 今後の予定（主なもの）
学の様子を研究しなが ３月
ら、私たちの授業や行事 １６日（土）年度末休業（～４月１０日まで）
のお手伝いをしてくださ 帰任教員帰国日
いました。百人一首大会、 ４月
さよなら遠足、クラブ活 ６日（土）新派遣教員到着日
動、教科やポルトガル語 １１日（木）着任式・始業式・クラブ活動・
の授業、休み時間など、 お弁当・白ポロシャツ着用
前からずっと一緒に過ご １５日（月）全校朝会 学校昼食会開始
していたかのように仲良 １７日（水）身体測定
く優しく接してください １８日（木）進路希望調査 避難訓練・
ました。日本に帰って、 委員会活動
ぜひリオ日学教育の良さ ２３日（火）聖ジョージの日（祝日）
を広めてください。 ２５日（木）PTA総会・子弟教育総会・

児童生徒代表委員会
〇 ボッチャは楽しい！

商工会主催のスポーツ ＜ さようならの季節に ＞
大会の御礼にいただいた Vai com Deus(バイコンデウス)は「さようなら」
ボッチャを、体育の時間 とあるが、文字通りの意味は「神と共に行かれま
にやりました。 すように」で、スペイン語のAdios(アディオス)、
目標のボール（白球・ 英語のGood-byに似ている。「神がそばにおられま

ジャックボール）にどれ すように」と、別れた後相手の幸せを神に託して
だけ自分たちのボールを いる。日本語の「さようなら」は「じゃあね」と
投げて近づけることがで 一方的な別れに聞こえてしまう。日本人からして
きるかを競います。弾き みれば、どの神？と聞きたくなるところだろうが、

飛ばしたり、コースを邪魔したり、球を浮かして 別れた後の相手の幸せを祈るなんてステキな話だ
逆回転をかけて投じたり、「究極の頭脳戦」の言葉 と思う。いよいよ別れの季節だ。Tchau（チャオ）
通りに楽しめます。５年生・中学部の男女対決は、 と軽く言うが、本当はVai com Deus ! 皆さんの

女子チームの逆転勝ち！ 未来に幸あれ。日本でのご活躍をお祈りします。



お別れの言葉 ～帰任によせて～

＜稲垣 新樹 先生＞
３年前、初めてこの地に降り立った時、

不安と期待で胸がいっぱいでした。しかし、
そこにはリオ日学の仲間の温かい笑顔と心
のこもった歓迎が待っていました。子供た
ちの純粋な瞳、保護者の皆様の温かい励ま
し、そして同僚の先生方の深い信頼。リオ
デジャネイロでの日々は、私の人生を大き
く変えるかけがえのない経験となりました。
出会った当初は幼かった子供たちが、日に
日にたくましく成長していく姿を見るたび
に、胸が熱くなりました。運動会で力いっ
ぱい走る姿、文化祭で堂々と発表する姿、
各種行事で楽しそうに笑い合う姿。ひとつ
ひとつの思い出が、私の心に鮮明に焼き付
いています。
異なる文化を持つ人々との交流を通して、

視野が広がり、人間として大きく成長する
ことができた３年間は私の財産です。この
経験を活かして、帰国後は北海道で小学校
教員として新たなスタートを切ります。子
供たちが夢に向かって主体的に学び、たく
ましく成長できるよう、そして笑顔いっぱ
いで学校生活を送れるよう、精一杯努力し
ていきます。
リオデジャネイロでの出会いに、心から

感謝しています。皆様との別れは寂しいで
すがいつかまたどこかで会えることを願っ
ています。本当にありがとうございました。

＜日浦 恵子 先生＞
わたしの髪の毛の長さは、リオデジャネ

イロで過ごした時間の長さを表しています。
「長くなったな」と思う一方で、過ごした
時間の感覚は驚くほど短い期間でした。
３年間の思い出のひとつは、今年の文化祭
です。「自分たちの思いを形にする」という
テーマを掲げ１５人の児童生徒が「文化祭
で何をしたいのか？」「どうすれば見に来る
人たちとともに楽しめるのか？」について
時間をかけて話し合い、準備を進めました。
子供たちに文化祭を通して伝えたかったこ
とは「思考力」と「行動力」を身に付ける
ことであり、これからもこの力を発揮して
欲しいと願っています。わたし自身これか
らも日本の学校現場で子供達に直接関わり、
寄り添いながら、時には見守り、時にはと
もに考える教員でありたいと思っています。
派遣女性教員が1名という環境の中で不自

由なく仕事ができたのも、学校長、同僚、
そして保護者の皆様のご協力のおかげです。
４月からは東京都の教員として仕事が始

まります。リオデジャネイロでの思い出も
大切ですが、未来の自分の仕事や出会いに
もワクワクしています。ここで出会った皆
さんと再び会うことが、わたしの次の夢で
す。世界のどこかでお会いしましょう。
本当にありがとうございました。

＜藤澤 義栄 先生＞
リオでの生活は、太陽の熱と人の熱を感

じる３年間でした。太陽の熱は、暑さです。
不思議なことに日陰の爽やかな涼しい風も
太陽の熱を一層強く感じさせました。人の
熱は、カルナバルです。およそ３０００人
のチームがほぼ丸1年かけて準備し披露する
山車（アレゴリア）とダンスと音楽に心動
かされました。３年目にパレードに参加で
きたこともよい思い出になりました。
赴任後、２年目にコロナ禍が沈静化して

落ち着きを取り戻しました。マスクを外し、
店やレストラン、美術館などに自由に入れ
るようになりました。
日学での仕事は、２年間通学バンと避難

訓練を担う安全担当を、３年目は研修担当
を務めました。銃声想定の避難訓練はリオ
の生活の厳しさを感じました。授業では、
中学生の数学を初めて受け持つことができ
ました。数学の素晴らしさを感じながら、
生徒と学習ができました。
地球の裏側ということばには、少し敏感

になりました。同じ地球の地面に立ってい
るのだから、どちらが表でどちらが裏とは
思えません。
外国で暮らす経験をリオでできたことは、

わたしの人生にとって有意義な経験です。
この間、奇しくも巡り合うことのできた日
学の皆さん、日系移民の方々、岩手県人会
の先輩、パウロフレイレの研究者と実践者、
ツアーガイド・レジデンスのスタッフの皆
さんに深く感謝申し上げます。

＜中田 湖 先生＞
「先生、次これをこうしたらどうなりま

すか？」「先生、早く実験がしたいです。」
「これができないならこうしてみればいい
んじゃないですか？」
理科の授業中や授業が始まる前、このよ

うなことを子どもたちからよく言われまし
た。リオ日学は、日本の小学校や中学校の
ように完璧に整った理科室ではありません。
しかし、限られた材料の中で、何とか実験
をしようと試みるその姿勢に私はいつも驚
かされました。その飽くなき探求心、粘り
強い精神力、すぐ実行に移そうとする行動
力、そして柔軟な発想力。そのどれもが私
の心の奥底に眠っていた「理科ってやっぱ
り楽しい！」という気持ちを再び呼び起こ
してくれました。日本では決してできない
ような手作り感あふれる実験は私にとって
はかけがえのない思い出になりました。
私はこの３月で日本に帰任します。リオ

デジャネイロ日本人学校で、教師として子
どもたちから多くのことを学ぶことができ
ました。リオ日学での素晴らしい経験に心
から感謝しています。そして、それを支え
てくださったすべての方々に感謝の意を表
します。
２年間本当にありがとうございました。




